文法解説
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１　発音

１－１　アルファベートの発音

A
a
ｱｰ
G
g
ｹﾞｰ
M
m
ｴﾑ
S
s
ｴｽ
Y
y
ｲﾌﾟｼﾛﾝ

B
b
ﾍﾞｰ
H
h
ﾊｰ
N
n
ｴﾝ
T
t
ﾃｰ
Z
z
ﾂｪｯﾄ

C
c
ﾂｪｰ
I
i
ｲｰ
O
o
ｵｰ
U
u
ｳｰ
Ä
ä
(ｱｰｳﾑﾗｳﾄ)

D
d
ﾃﾞｰ
J
j
ﾖｯﾄ
P
p
ﾍﾟｰ
V
v
ﾌｧｵ
Ö
ö
(ｵｰｳﾑﾗｳﾄ)

E
e
ｴｰ
K
k
ｶｰ
Q
q
ｸｰ
W
w
ｳﾞｪｰ
Ü
ü
(ｳｰｳﾑﾗｳﾄ)

F
f
ｴﾌ
L
l
ｴﾙ
R
r
ｴﾙ
X
x
ｲｯｸｽ

ß
(ｴｽﾂｪｯﾄ)

· Rの音は舌の先を下げ喉の奥を震わせるようにして発音する。舌の形や音の出る場所はラ行よりはカ行に近い。

· Ä,ä,Ö,ö,Ü,üは変母音（ウムラウト）Umlautといい、文字自体は A-Umlaut, O-Umlaut, U-Umlautなどと呼ぶが、実際の発音はA,O,Uが変化した母音。ßは、文字自体はエスツェットと呼ぶが、発音はssと同様、サ行の子音。ssとßの使い分けについては後述。
１－２　ドイツ語の単語表記

· 固有名詞だけではなく、名詞はすべて頭文字を大文字で表記する。

１－３　母音の発音

· ローマ字読みが原則。おなじ母音が英語のall, same, catのようにまったく異なる音で発音されることはない。語末のeも省略せずに発音する。

· アクセントは普通、第一音節におかれる。

· 母音に続く子音が２つ以上ある場合にはその母音は短く、子音が１つの場合には長く発音するのが原則。ただし例外もある。たとえばman, hat, es, umなどの母音は短く発音される一方、-nd, -rd, -rs, -rt, -rzt, -rz, -bs, -bst, -stなどの前の母音は長音になることが多い。たとえばMond, Pferd, werden, Erde, erst, Arzt, Obst, Kloster, Ostern, Österreichなど。
· 長母音のeは、日本語のエーよりも、ややイーに近い発音になる。

１－３－１　ウムラウトの発音

· Ä →　エと発音。

· Ö →　口をOを発音する時のようにまるめてエの発音をする。

· Ü →　口をUを発音する時のようにすぼめてイの発音をする。yも時にこの音で読まれる。

１－３－２　重母音ie

· 後続の子音が一つの場合、母音は長く発音されるのがふつうだが、母音を２つ重ねて長音を表現する例もある。Aal（アール）、Beet（ベート）、Boot（ボート）など。ただしuuという綴りはない。

· 長音「イー」については、iiではなく常にieと綴る。Liebe（リーベ）など。iが１つで長音を表現する例は、Bibel, Titelなど、ほとんどが外来語で、純粋なドイツ語ではmir, dir, wir, Igel, widerなど少数の例外のみ。

１－３－３　複母音ei (ey, ai, ay), eu, äu, au
· ei (ey, ai, ay)
アイ　Bein バイン　Meyer マイアー　Bayern バイエルン
· eu, äu
オイ　Leute ロイテ　Bäume ボイメ  Käufer コイファー
· au   
アオ  Baum バオム　Frau
フラオ　Raum ラオム

１－４　子音の発音

· j　Japan ヤーパン　Jeder イェーダー　(例外) Journalist ジュルナリスト
· g  General ゲネラール　gegen ゲーゲン　(例外) Genie ジェニー

· s　母音の前で濁る。sagenザーゲン　ただしss, ß は濁らない。essenエッセン

· v  Volkフォルク　Vater ファーター　(例外) Varianteヴァリアンテ

· w  Wagenヴァーゲン　wo ヴォー　wann ヴァン

· z 　Zeit ツァイト　Zug ツーク　Zoo ツォー

· chの2種類の読み方

1. [x]（e,i,子音の後）　ich イッヒ　echt エヒト　Milch ミルヒ

2. [ç]（a, o, u, auの後）　ach アッハ　kochen コッヘン　Buch ブーフ

chの前の母音はchのあとにさらに子音が続けば短く発音される。子音が続かない場合には、長母音と短母音の両方の場合がある。

· 短母音 Dach, ich, Küche, Bruch, machenなど

· 長母音 Buch, Sprache, Gespräch, Kuchen, Bücher, hoch, suchenなど
· sch　Schule シューレ　schon ショーン

· tsch　Deutsch ドイチュ  lutschen ルッチェン

· 語頭のsp- , st-  Spiel シュピール　Stelle シュテレ

· ssとß　はいずれも濁らない。短母音の後にはssが、長母音・複母音の後にはßを用いる。従来は例外があったが、近年、新正書法が導入されてから例外がなくなった。ただし、現在は移行期で両方の正書法が混在している（本書では新正書法を採用）。
essen エッセン  Straße シュトラーセ  dass (旧daß) ダス
· chs [ks]　wachsen ヴァクセン　Lachs ラックス

· 母音の後のｈは無音化し母音は長母音。wohnen ヴォーネン  nehmen ネーメン

· 音節末のb,d,g は無声音。Leib ライプ  Eid アイト　Tag ターク

· 語末の -igはイッヒ。ただし母音が続けばg。König ケーニッヒ　Könige ケーニゲ

· qは常にquの形で用いてクヴと濁る。Quelle クヴェレ　Qual クヴァール

· tz,ts,dsはッ。dt,th は[t]。Katze カッツェ　Stadt シュタット　Theater テアーター

· pf  pとfを同時に発音。Pfeil (プ)ファイル　Kopf コップ(フ)

· xは濁らない。Examen エクサーメン

· -er, -r 音節末のer, -r は母音化。Vater ファーター　Tür テューア　ihr イーア

· -tio, -tieはツィオ、ツィエ。Nation ナツィオーン  Patient パツィエント

２　動詞の現在人称変化

２－１　人称代名詞の１格（＝主語となる形）

· ドイツ語の人称代名詞（１格）は次の通り。


単数
複数

１人称
ich ｲｯﾋ
I
wir ｳﾞｨｰｱ
we

２人称  
親称
du ﾄﾞｩｰ
you
ihr ｲｰｱ
you


敬称
Sie ｽﾞｨｰ
you
Sie ｽﾞｨｰ
you

      ３人称 
男性
er ｴｱ
≒he
sie ｽﾞｨｰ
they


女性
sie ｽﾞｨｰ
≒she




中性
es ｴｽ
≒it



· 英語のyou にあたる言葉は、ドイツ語では親称、敬称の２種類がある。
(1) 親称du（複数形 ihr）は家族、親友、子供などに対して用いる。
(2) 敬称Sie（単複同形）はそれ以外の場合に用い、常に頭文字を大書する。

· ichは英語のIと異なり文頭以外では頭文字は小文字で書く。

· ドイツ語の名詞には、男性・女性・中性名詞の区別がある。３人称単数の主語er, sie, esは、人間か事物かという区別ではなく、名詞の性によって使い分ける。たとえばTisch(table) は男性名詞なのでerで、Mädchen(girl) は中性名詞なのでesで受ける。

· 女性の姓につけるFrau(Mrs.)とFräulein(Miss)は、元来は既婚、未婚によって使い分けていたが、現在では、年齢によって使い分けるのが一般的で、成人女性に対してはFrauを用いることが多い。duで呼び合う関係では、ふつうファーストネームを使う。
· ドイツ語には不特定の人間をあらわす主語としてmanという言葉がある。文法的には３人称単数として扱われるが、意味は英語のThey sayのtheyにあたる。男性、夫という意味のMannとは別語。

２－２　動詞の現在人称変化

· 動詞の不定詞は -en（一部 -n）という語尾をもち、主語に応じて次のように変化する。

　　 kommen (come) の現在人称変化

単数
複数

１人称
ich komme
I come
wir kommen
we come

２人称

親称
du kommst
you come
ihr kommt
you come


敬称
Sie kommen
you come
Sie kommen
you come

３人称

男性
er
kommt
he
comes
sie kommen
they come


女性
sie

she 





中性
es

it




· 敬称のSieは、意味は「あなた（がた）」だが、文法的性質は常に３人称複数のsieと同じなので、動詞の変化形については常に３人称複数のsieの形を転用すればよい。

· arbeiten, findenなど、動詞の語幹が-t,-d,で終わるものや、öffnen, zeichnen, atmenなど、語幹が-n,-mで終わり、その前がh,l,r以外の子音の動詞については、発音の都合上、-st,-tの語尾の前にeを挿入する。er arbeitet, du findestなど。
· reisen、heißen、tanzenなど、語幹が -s, -ß, -sch, -tz, -x, -zなどの歯音で終わる動詞に-stの語尾がつく時には、sが脱落して３人称と同形になる。du reist, du heißtなど。

· 語幹が-elで終わるものは、ichの形が-eleとなるが、前のeが省略される。語幹が-erで終わるものについても省略される場合がある。angeln→ich angle, wandern→ ich wand(e)re 
３　構文の基本ルール
３－１　定動詞の位置

· 文章中で人称変化をしている動詞や助動詞を定動詞と呼ぶ。

· 平叙文では、動詞は常に２番目の位置に置かれる。したがって副詞などが文頭にくると主語は動詞の後に移動する（定動詞倒置）。
Er  wohnt  jetzt  in  Deutschland. （He lives in Germany now.)
Jetzt  wohnt  er  in  Deutschland. 

３－２　定動詞の補完語の位置

· 英語とは逆に、動詞に関連の深い語が文末におかれる。
Er spielt gut Tennis. （He plays tennis well.） 

３－３　不定詞の語順

· 人称変化をしていない動詞や助動詞の原形を不定詞と呼ぶ。

· 英語の不定詞句は、"live in Tokio"などと動詞を冒頭において表現するが、"in Tokio wohnen"と動詞を末尾においた形で表現する。不定詞句は必ずこの語順で覚えること。
Tennis spielen「テニスをする」、Bier trinken「ビールを飲む」など。

３－４　否定文の作り方

· 英語のdo not / does not にあたる表現はなく、単にnichtを加えて作る。
Er wohnt nicht in Tokio. （He doesn't live in Tokio.）

· nichtの位置は、否定が述語全体にかかる場合には文末（完了形や助動詞構文では過去分詞や不定詞の前）、否定が特定の文成分に掛かる時には、その文成分の直前が原則。
Ich lerne Deutsch nicht. (I don’t study German.)
Ich lerne nicht Deutsch, sondern Französisch. (I don’t study German, but French.)
· 述語が形容詞や名詞を補語とする場合には、それらの直前におく。
Er ist nicht krank. (He is not ill.)
· とくに否定したい語を文頭に置いて強調する場合もある。
Deutsch lerne ich nicht.　ドイツ語は勉強していません。

· 否定が、不定冠詞のついた名詞、または無冠詞の名詞にかかる場合には、nichtではなく、英語のnoにあたる否定冠詞keinを用いて否定文を作る。
Ich habe kein Geld. (I have no money.）

３－５　疑問文の作り方

· 疑問文は、すべての定動詞で、英語のbe動詞の場合と同じように、動詞と主語の位置をいれかえて作る。英語の Do you / Does he にあたる形はない。
Lernt er Deutsch? (Does he learn/study German?)

· 疑問詞をともなう疑問文では英語の場合と同様、疑問詞が常に文頭に置かれる。
Wo wohnen Sie? (Where do you live?)

· 肯定疑問文の答えは Ja またはNein。 英語の Yes, I do (he does) / No, I don't (he doesn’t)にあたる省略形はない。
Wohnen Sie in Tokio? (Do you live in Tokio?)
-  Ja, ich wohne in Tokio. (Yes, I do.)
-  Nein, ich wohne nicht in Tokio. (No, I don't.)

· 否定疑問文の答えは肯定はDoch、否定は Nein。日本語とも、英語とも違うので注意。
Wohnen Sie nicht in Tokio? (Don’t you live in Tokio?)　東京に住んでいないのですか。
-  Doch, ich wohne in Tokio. (Yes, I live in Tokio.)　いえ、住んでいます。
-  Nein, ich wohne nicht in Tokio. (No, I don’t live in Tokio.)　はい、住んでいません。
４　名詞の性と定冠詞の格変化
４－１　名詞の性

· ドイツ語の名詞には、男性名詞（Maskulinum）、女性名詞(Femininum)、中性名詞(Neutrum)の３つの性がある。複数形（Plural）については性とは無関係に一つのグループとして扱う。以下、男性単数＝m.、女性単数＝f.、中性単数＝n.、複数＝pl.の記号を用いて表す。

４－２　名詞の格

· 名詞が文中で果たしている役割（格）を英語では主格、所有格、目的格の３種類に分ける(I-my-me)。英語では、”He gives me a book.” の”me”（「私に」）と、”He loves me.” の”me”（「私を」）をともに目的格として扱うが、ドイツ語ではこの二つを区別するため、名詞の格は次の４種類となる。日本の文法書では習慣的に１から４の数字で表現している。


１格（主格Nominativ）
「～が」
２格（属格Genitiv）
「～の」
３格（与格Dativ）
「～に」
４格（対格Akkusativ）
「～を」

４－３　定冠詞の格変化

· 定冠詞der（英the）は、次に来る名詞の性・数および格に応じて次のように変化する。


m. 男性名詞
f. 女性名詞
n. 中性名詞
pl. 複数形

１格　～が
der Vater

父が
die Muter

母が
das Kind

子供が
die Kinder

子供たちが

２格　～の
des Vaters
父の
der Mutter

母の
des Kindes
子供の
der Kinder

子供たちの

３格　～に
dem Vater

父に
der Mutter

母に
dem Kind

子供に
den Kindern
子供たちに

４格　～を
den Vater

父を
die Mutter

母を
das Kind

子供を
die Kinder

子供たちを

· 男・中性２格、複数３格の３個所については名詞も語尾変化をする。男・中性の２格には -s または -esがつく（１音節の語には-esが、２音節以上の語には-sがつく傾向があるが、口調により異なる）。複数３格には -nをつける（もともとnで終わっている場合には不要）。

· 男性名詞の一部には、２、３、４格がともに-en(-n)の語尾になるものもあり、これを男性弱変化名詞と呼んでいる。それ以外にもいくつかの例外的な変化をする名詞がある。


男性弱変化名詞
例外的な格変化をする名詞

１格
der Student
der Herr
der Name
das Herz

２格
des Studenten
des Herrn
des Namens
des Herzens

３格
dem Studenten
dem Herrn
dem Namen
dem Herzen

４格
den Studenten
den Herrn
den Namen
das Herz

· ２格は通常、他の名詞の後に置いて用いる。
der Vater des Kindes （その子供の父）
· ３格の名詞は間接目的語として、４格の名詞は直接目的語として用いられる。
Der Vater schenkt dem Kind das Buch.（父は子供にその本を贈る。）
· この他、２格、３格、４格の名詞は、前置詞や形容詞その他の補語として用いられる。
質問コーナー
Q. 名詞の性を見分ける便利な方法はないのですか？

· 残念ながら名詞の性を簡単に、確実に見分ける方法はありません。もちろんヒトや動物のように自然の性をもつものは、オスは男性名詞、メスは女性名詞、子供は中性名詞というのが原則です。父親der Vater、母親die Mutter、子供das Kindという様に。

Q. 男(女)らしい感じがするものは男性(女性)名詞、ということはないのですか？

· 自然現象や風景などには、それとおぼしきものもあります。たとえば山Berg、森Wald、雷Donner、嵐Sturmなどは男性名詞ですし、空気Luft、泉Quelle、牧場Wieseなどは女性名詞です。でも、そうしたものは、全体から見るとごく一部です。

Q. では、その他の大部分は、まったくデタラメに決まっているのですか？

· いいえ、中には意味や語形によって性がある程度、見分けられるものもあります。

Q. 意味によって見分けられるものというと、たとえば？

· そうですね。たとえば日時の関係の名詞、つまり、日Tag、朝Morgen、昼Mittag、晩Abendをはじめ、月火水などの週日名や１月２月などの月名、春夏秋冬といった季節名、その他、雨、雪、霜、霧、露など気象関係はいずれも男性名詞です。ただし夜Nachtと週Wocheは女性名詞、年Jahrは中性。あとは、金、銀、鉄といった金属類の多くは中性名詞、でもダイヤやルビーなど宝石類は、石der Steinということで男性名詞。

Q. では、語形によって見分けられるものというと？

· これが数の上では一番多いですね。たとえば英語のgirlにあたるMädchen、MissにあたるFräuleinといった語はいずれも中性名詞です。これは若い女性だからといって子供扱いしているからではなく、-chen, -leinという語尾が「～の小さいもの」という意味の語尾だからで、この語尾がついているものは例外なく中性名詞になります。

Q. その他にも、語形によるルールがありますか？

· 男性名詞では、動詞の語幹から派生した単綴り名詞、たとえばfallen(落ちる)から生じたFall(落下)など。その他 -el, -er, -en, -ing, -lingで終わる名詞の多くが男性名詞です。

Q. 多く、というと例外もあるわけですか？

· ありますねえ。フォークdie Gabel, バターdie Butter, まくらdas Kissen・・・

Q. では中性名詞になる語形は？

· 中性名詞になるのは、上にのべた縮小名詞-chen,-leinのほか、-sel, sal, -tumで終わる名詞の大部分、Ge―eの形を取る集合名詞、-ett, -ment, -umで終わる外来名詞、動詞や形容詞がそのまま名詞化された名詞、生活das Leben、青das Blauなどです。

Q. 女性名詞もついでにお願いします。

· 女性名詞になるのは、-in, -ei, -at, -ut, -ung, -heit, -keit, -schaft, -t, -dで終わる名詞、-ie, -ik, -ion, -tat, -urで終わる外来語・・・。

Q. なんだか頭が痛くなってきたので、一番簡単で効率のいい規則を一つだけ教えてください。

· それではとりあえず「-eで終わるものの多くは女性名詞」というルールだけ覚えてください。ただし、少年der Junge, ライオンder Löwe, サルder Affeなど、人間や動物をあらわす単語で-eで終わるものは男性（弱変化）名詞です。また、終わりdas Endeや遺産das Erbeなどの中性名詞もいくつかあるので、絶対の規則ではないですが・・・

Q. 一つの名詞が二つの性をもつなどということはないのでしょうね？

· それがおおありです。アメBonbonは、普通は男性名詞ですが、オーストリアでは中性名詞としてあつかわれることも多いようです。リットルやメートルなどという単位も男性、中性両方あるようです。また名詞の性によって意味の変わるものもあるので厄介です。der See は湖、die Seeは海、der Bauerは農民、das Bauerは鳥かご、Teilは部分という意味のときには男性名詞ですが、分け前という意味では中性。またもともと系統の違う語もあり、die Leiterは、はしご、der Leiterは指導者、der Tauは露、das Tauは綱・・・等々。

Q. では、祖国Vaterland (der Vater+ das Land)などの合成語の性はどうなりますか。

· それは後の方の名詞の性と一致します。ですから祖国は中性でdas Vaterlandです。
５　その他の冠詞類と格変化
５－１　不定冠詞と否定冠詞

· 英語のaにあたる不定冠詞はein、英語のI have no watch.のnoにあたる語は否定冠詞keinでeinと同じ格変化をする。ただし、keinはeinと異なり複数形に対しても用いられる。


m. 男性名詞
f. 女性名詞
n. 中性名詞
pl. 複数形

１格　
ein Mann
eine Frau
ein Mädchen
keine Kinder

２格　
eines Mannes
einer Frau
eines Mädchens 
keiner Kinder 

３格　
einem Mann
einer Frau
einem Mädchen 
keinen Kindern

４格　
einen Mann
eine Frau
ein Mädchen 
keine Kinder 

· 男性１格、中性１・４格で語尾が欠落しているのが不定冠詞の語尾変化の特徴である。

· 定冠詞はすでに話題に上った対象や、あらかじめ共通了解が存在している概念に対して用いられ、不定冠詞は不特定の対象について用いられる。不定冠詞のついた名詞を否定するときはkeinを、定冠詞のついた名詞を否定するときにはnichtを用いる。
Hast du eine Uhr? （君は時計をもっているかい？→どんな時計でもかまわない）
- Nein, ich habe keine Uhr. （いや、もっていない→keinを用いる）
Hast du die Uhr? （君はあの時計をもっているかい？→ある特定の時計をさす）
- Nein, ich habe die Uhr nicht. （いや、あれは、もっていない→nichtを用いる）

· was für einは英語のwhat kind of にあたる表現で、このeinも不定冠詞と同じ変化をする。

５－２　所有冠詞

· 英語のmyやyourなどにあたる語は、ドイツ語では所有をあらわす冠詞類としてあつかう。格変化はすべて、不定冠詞、否定冠詞と同じ。


単数
複数
敬称（単複同）

１格
ich
du
er
sie
es
wir
ihr
sie
Sie

所有冠詞　～の
mein
dein
sein
ihr
sein
unser
euer
ihr
Ihr

　　


m. 男性名詞
f. 女性名詞
n. 中性名詞
pl. 複数形

１格　
mein Vater
meine Mutter
mein Kind
meine Kinder

２格　
meines Vaters
meiner Mutter
meines Kindes
meiner Kinder

３格　
meinem Vater
meiner Mutter
meinem Kind
meinen Kindern

４格　
meinen Vater
meine Mutter
mein Kind
meine Kinder

· ihr(ｲｰｱ), unser(ｳﾝｻﾞｰ)は、語尾に-eがつくと、ｲｱﾚ,ｳﾝｻﾞﾚではなく、ihre(ｲｰﾚ), unsere(ｳﾝｾﾞﾚ)と発音。euereは発音がしにくいのでeure(ｵｲﾚ)と省略されることが多い。

５－３　定冠詞類

· dieser(this,these), jeder(every), solcher(such), aller(all), welcher(which), mancher(many,some) などはいずれも定冠詞に準ずる次のような格変化を取る。


m. 男性名詞
f. 女性名詞
n. 中性名詞
pl. 複数形

１格　
dieser Mann
diese Frau
dieses Kind
diese Kinder

２格　
dieses Mannes
dieser Frau
dieses Kindes
dieser Kinder

３格　
diesem Mann
dieser Frau
diesem Kind
diesen Kindern

４格　
diesen Mann
diese Frau 
dieses Kind
diese Kinder

６　不規則な変化をする動詞
６－１　seinの現在人称変化

· 英語のbe動詞にあたるsein（ｻﾞｲﾝ）は次のような人称変化をする。

    
単数
複数

１人称
ich bin
I am
wir sind
we are

２人称

親称
du bist
you are
ihr seid
you are


敬称
Sie sind
you are
Sie sind
you are

３人称

男性
er 
ist
he
is
sie sind
they are


女性
sie 

she 





中性
es 

it




６－２　duとerで幹母音が変化する動詞

· duとer(sie,es)で、語尾だけでなく語幹の母音が変化する一連の動詞がある。

(1)  a→ä型　幹母音がaである強変化動詞（例外stoßen→du,er stößt）
不定詞
fahren(go,drive)
schlafen(sleep)
tragen(carry)
laufen(run)

du
fährst
schläfst
trägst
läufstﾛｲﾌｽﾄ

er
fährt
schläft
trägt
läuftﾛｲﾌﾄ

　　その他 fallen(fall), fangen(catch), lassen(let), schlagen(beat) など。

(2)  e→i型　短母音eをもつ強変化動詞（gebenは長母音だが例外的にここに属する）

　不定詞
sprechen(speak)
helfen(help)
essen(eat)


du
sprichst
hilfst
isst
gibst

er
spricht
hilft
isst
gibt

　　その他 sterben（死ぬ）、treffen（会う）、werfen（投げる）など

(3)  e→ie型 長母音eをもつ強変化動詞

　不定詞
lesen(read)
sehen(see)
empfehlen(recommend)
stehlen(steal)

du
liest
siehst
empfiehlst
stiehlst

er
liest
sieht
empfiehlt
stiehlt

　　その他 geschehen（起こる）など

(4)  その他の不規則な変化をする動詞

　不定詞
haben (have)
werden(become)
nehmen (take)
halten (hold)

du
hast
wirst
nimmst
hältstﾍﾙﾂﾄ

er
hat
wird
nimmt
hältﾍﾙﾄ

語幹が-t, -dで終わる動詞でも幹母音が変化したものについては-st, -tの前に口調上のeは入れない。また語幹が-tで終わる動詞の３人称には語尾-tもつけない。laden(charge)→du lädst(ﾚｰﾂﾄ), er lädt(ﾚｰﾄ)。treten(tread)→du trittst, er tritt。(tst,dstは[tst]、dtは[t]と発音)

６－３　wissen（know）の変化

· wissenは、次のような助動詞型の人称変化をする。

wissen（知っている）

ich weiß
wir wissen

du weißt
ihr wisst

er weiß
sie wissen

7　複数形、人称代名詞の格変化
７－１　名詞の複数形

· ドイツ語の複数形には以下のパターンがある。

語尾
性
ウムラウトせず
ウムラウトする
特徴

同形
m.
Onkel, Lehrer
Brüder, Väter
-el, -en, -erで終わる名詞。例外Käse


f.
なし
Mütter, Töchter
女性名詞は左の２語のみ。


n.
Fenster, Wasser
Klösterのみ
-el, -en, -er, -chen, -lein, Ge-eの名詞。

-e
m.
Tage, Besuche
Ärzte, Bäume
１音節名詞の大部分。前綴動詞の派生語。


f.
なし
Hände, Nächte
１音節名詞の一部。


n.
Brote, Jahre
Flöße,Chöreのみ
１音節名詞の大部分。-nis, -salで終わる語

-er
m.
なし
Götter, Männer
若干の１音節名詞。女性名詞はない。


n.
なし
Bücher, Eier
-e型以外のほとんどの１音節名詞

-(e)n
m.
Studenten
なし
主に男性弱変化名詞。


f.
Uhren, Frauen
なし
大部分の１音節名詞。女性語尾の名詞。


n.
Augen, Betten
なし
少数。

-s
－
Autos, Hotels
なし
母音で終わる名詞や英米語

７－２　辞書による複数形の調べ方

· 通常は、①名詞の性　②単数２格の形　③複数形の順で書かれている。
　Mann  m. -(e)s / Männer (男性、単数２格はMannesまたはManns、複数形はMänner)
　Frau  f. - / -en (女性、単数２格は無変化、複数形はFrauen)
　Student  m. -en / -en（男性弱変化、単数２格、複数形はStudenten。３・４格も-en）

７－３　その他の辞書記号

· 辞書で人間の格を示す場合には次のような記号が用いられることが多い。
　js. → jemandes（ｲｪｰﾏﾝﾃﾞｽ）
「誰か」jemand（英 sb=somebody）の２格
　jm.→ jemandem (ｲｪｰﾏﾝﾃﾞﾑ) 
「誰か」jemand（英 sb=somebody）の３格
　jn. → jemanden（ｲｪｰﾏﾝﾃﾞﾝ）
「誰か」jemand（英 sb=somebody）の４格

· また事物の格を示す場合には次のような記号が用いられることが多い。
　et.3 → etwas(ｴﾄｳﾞｧｽ)　「何か」etwas（英sth=something）の３格
　et.4→  etwas(ｴﾄｳﾞｧｽ)　「何か」etwas（英sth=something）の４格

· 辞書に jm. et.4  geben（ｲｪｰﾏﾝﾃﾞﾑ ｴﾄｳﾞｧｽ ｹﾞｰﾍﾞﾝ）と書かれていたら、それは「gebenという動詞は、人間の３格と事物の４格をこの順に目的語にとって使われる」という意味。

７－４　人称代名詞の格変化

人称代名詞も、以下の表のように格変化をする。２格の形もあるが、実際にはほとんど用いられない。所有（「～の」）の意味には、この２格ではなく、すでに述べた所有冠詞を用いる。


単数
複数
敬称

１格
ich
du
er
sie
es
wir
ihr
sie
Sie

２格
(meiner)
(deiner)
(seiner)
(ihrer)
(seiner)
(unser)
(euer)
(ihrer)
(Ihrer)

３格
mir
dir
ihm
ihr
ihm
uns
euch
ihnen
Ihnen

４格
mich
dich
ihn
sie
es
uns
euch
sie
Sie

８　前置詞、目的語の語順
８－１　前置詞の格支配

· 前置詞は、次に来る名詞の格によって、次の４つに分類される。

(1)  ２格支配の前置詞（後につねに２格の名詞がくる）
statt (instead of), trotz (in spite of), wahrend(during), wegen (because of)　他

(2)  ３格支配の前置詞（後につねに３格の名詞がくる）
aus (from), mit (with), nach (after), seit (since), von(of,from), zu (to)　他

(3)  ４格支配の前置詞（後につねに４格の名詞がくる）
durch(through), fur (for), gegen (against), ohne (without), um(arround)　他

(4)  ３・４格支配の前置詞（用法によって後に３格または４格の名詞がくる）
an(by), auf(on), hinter(behind), in(in), neben(beside), über(over), unter (under), vor(before), zwischen(between)　の９種類。

· ３・４格支配の前置詞は、、本来、空間的な位置関係をあらわす前置詞であるが、用法によって３格支配となったり、４格支配となったりする。

(1)  ある動作が行われている場所や位置を表すときは３格支配
Die Kinder sind in dem Zimmer. (The children are in the room.)（位置＝３格）
Das Glas steht auf dem Tisch. (The glass is on the table.)（位置＝３格）

(2)  ある動作や運動が向かっていく方向を表すときには４格支配
Die Kinder gehen in das Zimmer. (The children go into the room.)（方向＝４格）
Ich stelle das Glas auf den Tisch.(I put the glass on the table.)（方向＝４格）

８－２　前置詞と定冠詞の融合形

· 前置詞は、次に来る定冠詞der,dem,dasと融合する場合がある。すべてについて融合形があるわけではないが、融合形があるものについて、あえて分離して使うと、定冠詞に「特にこの」という指示の意味が生じるので、特に理由がないかぎり融合形を用いる。
am(an dem), ans(an das), im(in dem), ins(in das), aufs(auf das), beim(bei dem), zum(zu dem), zur(zu der)他。 
Er geht heute ins Kino. 彼は今日、映画に行く。
Er geht heute in das Kino. 彼は今日、（他の映画館ではなく）その映画館に行く。

８－３　前置詞と人称代名詞

· 前置詞のあとの名詞が人間のときには人称代名詞で受けるが、事物の場合には、da(r)+前置詞の形で受ける。前置詞が母音で始まるときには、daのあとにrを挿入する。
Er fährt mit seinem Freund.
→ 
Er fährt mit ihm
Er fährt mit seinem Wagen. 
→ 
Er fährt damit.
Er wartet auf den Gast.     
→
Er wartet auf ihn.
Er wartet auf den Brief. 
→
Er wartet darauf.

· 疑問文でも、前置詞の後が人間の時にはwerの変化形を、事物の時にはwo(r)-を用いる。
Auf wen warten Sie? (Whom are you waiting for?)
Worauf warten Sie? (What are you waiting for? )

· 前置詞のあとに副文やzu不定詞が続く場合も、da(r)-の形を用いてその部分を受ける。
Alles hängt davon ab, was er sagt. (Everything depends on what he says.)
· werとwasの格変化は次の通り。
　１格
wer
was
  ２格
wessen
  -
  ３格
wem
  -
  ４格
wen
was

８－４　前置詞のさまざまな用法

· vonは英語のofに相当する前置詞であるが、fromにあたる用法もある。ただし同じ「～から」でも、ausは「空間の中から外へ」という意味で用いられ、一方vonは起点や出発点を表す。
Er kommt aus Tokio. 彼は東京出身だ。（「空間」としての東京）
Der Zug kommt von Tokio. この列車は東京発だ。（「点」としての東京駅）

· nachには①～の後でnach dem Essen(after the meal)、②～に向かってnach Tokio(to Tokyo)、③～によれば nach seiner Meinung (according to his opinion)というまったく異なる用法がある。③の用法に限って前置詞がしばしば後置される。meiner Meinung nach 「私の意見によれば」。

· 行き先は、一般にはzu～が用いられるが、①固有名詞およびHausはnach～、②建物の中に入るニュアンスの時にはin～(+４格)、③公共施設などにはauf～(+４格)などが用いられる。

· 時刻にはumを用いる。um acht Uhr (at eight o’clock)。

· 一日の単位はam（前置詞と冠詞の融合形→後述）。am Morgen/ Vormittag(in the morning), am Mittag(at noon), am Nachmittag(in the afternoon), am Abend(in the evening), am Sonntag(on Sunday), am Wochenende(at the weekend)。 但しin der / bei Nacht(at night)。

· 週以上の単位には im (m.n.) / in der (f.)。in dieser Woche(this week), im April(in April), im Sommer(in the summer), im Jahr 1999(in the year 1999)。ただし前置詞を用いず４格の名詞を副詞として用いることも多い。diese/letzte/nächste Woche(this, last, next) week, dieses/letztes/nächstes Jahr(this, last, next) year, diesen Sommer(this summer), jeden Tag(every day), den ganzen Tag(all day long) など。

８－５　目的語の語順

· ３格、４格を目的語にする動詞の目的語の語順は、以下ルールに従う。

(1)  両方が名詞の時には３格＋４格の語順となる。
Ich gebe meinem Freund ein Buch. (I give my friend a book.)

(2)  片方が人称代名詞の時には、格とは無関係に代名詞が前に出る。
Ich gebe ihm ein Buch. (I give him a book.)
Ich gebe es meinem Freund. (I give it to my friend.)

(3)  両方が代名詞のときには、名詞の場合と逆に４格＋３格の語順になる。
Ich gebe es ihm. (I give it to him.)

· 人称代名詞の３格を補語とする動詞の疑問文では、主語が名詞の場合には３格の補語の方が主語の前に出る。ただし両方が人称代名詞ならば主語が前に置かれる。
Gefällt Ihnen diese Stadt? (Do you like this city?)
Gefällt sie Ihnen? (Do you like it?)

質問コーナー

Ｑ.　ドイツ語には英語のknowにあたる言葉が二種類あるようですが、その違いは？

· 知っているという言葉には、kennenとwissenの２語があります。この区別は、フランス語などにもありますが、日本語や英語にはないので、作文の時には要注意です。対象自体についての知識や面識（～を知っている）にはkennenを、事柄や情報についての知識（～について知っている）にはwissenを用います。したがって副文が目的語の場合などには必ずwissenを用いなければいけません。
　Kennst du ihn?  (Do you know him?)　
　Weißt du etwas von ihm?  (Do you know something about him?)
　Wissen Sie, wo er wohnt?  (Do you know where er lives?)
９　接続詞と複合文の語順

９－１　並列接続詞と従属接続詞

· 二つの単文が結合して一つの複合文を作る場合、両者を対等な関係で結ぶ接続詞を並列接続詞、一方が他方の一部となる形で結ぶ接続詞を従属接続詞と呼ぶ。従属接続詞に導かれる文章を副文Nebensatz、副文を含む全体の文章を主文Hauptsatzと呼ぶ。

９－２　並列接続詞と語順

· 並列接続詞und(and), aber(but), oder(or), denn(for)などは各単文の語順に影響を与えない。
Er ist Lehrer, und sie ist Studentin. (He is a teacher, and she is a student.)
Sie kommt nicht, denn ihre Mutter ist krank.(She doesn’t come, for her mother is ill.)

９－３　従属接続詞と語順

· 従属接続詞や疑問詞に導かれる副文では、定動詞（人称変化をしている動詞や助動詞）が２番目ではなく末尾に置かれる（定動詞後置）。また主文と副文の間にはコンマを打つ。
Ich glaube, dass er Lehrer ist. (I think that he is a teacher.)（dass以下が副文）
Er kommt nicht, weil seine Mutter krank ist. (He doesn’t come because his mother is ill.)
Wissen Sie, wo er jetzt wohnt? (Do you know where he lives now?)

· 従属接続詞が文頭に出ると主文は定動詞から始まる。

　　Wenn du müde bist, gehen wir nach Hause.(If you are tired, we will go home.)
    Da es schönes Wetter ist, spielen wir mal Tennis! (As it is fine, let’s play tennis.)

· weil(because), da(as)はともに理由をあらわすが、weilは相手が知らない理由を、daは相手も承知している付帯状況を説明するために用いられる傾向がある。そのためdaは文頭にでることが多い。
Er kann nicht kommen, weil er krank ist. (He can’t come because he is ill.)
Da wir schönes Wetter haben, gehen wir spazieren. (As it is fine, we take a walk.) 
· 「～した時」という過去の出来事を言う場合には、一回的な出来事の場合はalsを、反復的、規則的出来事の場合にはwennを用いる。
Als ich krank war, besuchte er mich einmal. 私が病気の時、彼が一度訪ねてきた。
Wenn ich krank war, besuchte er mich immer. 私が病気の時はいつも彼が訪ねてきた。

· その他の従属接続詞
Ich weiß nicht, ob er jetzt zu Hause ist. (I don’t know if he is at home now.)
Wir gehen nach Hause, wenn du müde bist. (We will go home if you are tired.)
· wennは時に省略され、動詞が文頭に出ることがある。
Ist das Wetter schön, so spielen wir Tennis. (If it is fine we play tennis.)
９－４　接続詞的な副詞

· 副詞の中には、deswegen（それゆえ）、trotzdem（にもかかわらず）、also（それで）、dann（それから）など、直前の文章を受ける接続詞的な用法を持つものがある。この場合は、定動詞第二位の原則に従って、その語の次に二番目の文章の定動詞が置かれる。
Er ist krank, deswegen kommt er heute nicht. 彼は病気です。だから今日は来ません。

９－５　相関語句

· この他、次のようないろいろな相関的表現がある。
Er lernt nicht Englisch, sondern Deutsch.　彼は英語ではなく、ドイツ語を学んでいる。
Er lernt sowohl Englisch, als auch Deutsch. 彼は英語だけではなくドイツ語も学んでいる。
Er lernt nicht nur Englisch, sondern auch Deutsch. （同上）
Er lernt entweder Englisch, oder Deutsch. 彼は英語か、さもなければドイツ語を学ぶ。
Er lernt weder Englisch, noch Deutsch. 彼は英語も、ドイツ語も学ばない。

１０　形容詞の格変化

１０－１　形容詞の４つの用法

· 形容詞には(1)述語的用法、(2)付加語的用法、(3)副詞的用法、(4)名詞的用法がある。

(1)  Der Student ist fleißig. (The student is diligent.) (述語的用法)
(2)  Er ist ein fleißiger Student.(He is a diligent student.) (付加語用法)
(3)  Der Student lernt fleißig.(The student works hard.) (副詞的用法)
(4)  Der Kranke leidet an Rheuma. (The patient suffers from rheumatism.)（名詞的用法）
１０－２　付加語形容詞の語尾変化

· 述語的用法では語尾変化はしないが、付加語的に使われる形容詞、すなわち名詞の前に置かれる形容詞は、直前の冠詞類と後続の名詞の格や性によって語尾変化をする。

(1)  定冠詞＋形容詞＋名詞の場合の形容詞語尾
男性１格、中性・女性１・４格のみ-eで、あとはすべて-en。


ｍ.
f.
n.
pl.

１格
-e
-e
-e 
-en

２格
-en
-en
-en
-en

３格
-en
-en
-en
-en

４格
-en
-e
-e 
-en

(2)  不定冠詞類＋形容詞＋名詞の場合の形容詞語尾
男性１格が-er、中性１・４格が-esとなる他は上と同じ。


ｍ.
f.
n.
pl.

１格
-er
-e
-es 
-en

２格
-en
-en
-en
-en

３格
-en
-en
-en
-en

４格
-en
-e
-es 
-en

(3)  形容詞＋名詞の場合の形容詞語尾

ほとんどが定冠詞類の格変化語尾と同じだが、男・中性の２格は-en。


ｍ.
f.
n.
pl.

１格
-er
-e
-es 
-e

２格
-en
-er
-en
-er

３格
-em
-er
-em
-en

４格
-en
-e
-es
-e

１０－３　形容詞の副詞的用法

· 英語の場合と異なり、形容詞はそのままの形で副詞として用いることができる。

１０－４　形容詞の名詞化

· 付加語形容詞の頭文字を大書し、名詞のように扱う例がある。ただし語尾は格変化に応じた形容詞の語尾変化に従う。中性名詞化されたものは、しばしばetwas, nichts, allesなどの後におかれる。etwas Interessantes (something interesting) , nichts Neues (nothing new)。

　
ｍ.患者（男）
f. 患者（女）
n.新しいもの
pl.患者（複数）

１格
der Kranke
die Kranke
das Neue
die Kranken

２格
des Kranken
der Kranken
des Neuen
der Kranken

３格
dem Kranken
der Kranken
dem Neuen
den Kranken

４格
den Kranken
die Kranke
das Neue
die Kranken

１１　動詞の三基本形
１１－１　動詞の三基本形

· 英語の場合と同じく、動詞の三基本形（不定詞、過去基本形、過去分詞）には規則的な変化をするもの（弱変化動詞）と不規則な変化をするもの（強変化動詞）がある。

１１－２　弱変化動詞

· 弱変化動詞の三基本形は次の通り。-ierenで終わる動詞には過去分詞にge- をつけない。

意味
不定詞
過去基本形
過去分詞

（基本形）
（――en）
（――te）
（ge――t）

学ぶ
lernen
lernte
gelernt

働く
arbeiten
arbeitete
gearbeitet

住んでいる
wohnen
wohnte
gewohnt

勉強する
studieren
studierte
studiert

１１－３　強変化動詞

· 母音変化には次のようにいくつかのタイプがある。

意味
不定詞
過去基本形
過去分詞

e-a-o型

助ける
helfen
half
geholfen

死ぬ
sterben
starb
gestorben

i-a-u型

見つける
finden
fand
gefunden

飲む
trinken
trank
getrunken

e-a-e型

食べる
essen
aß
gegessen

与える
geben
gab
gegeben

a-u-a型

行く
fahren
fuhr
gefahren

運ぶ
tragen
trug
getragen

ei-ie-ie型

滞在する
bleiben
blieb
geblieben

書く
schreiben
schrieb
geschrieben

a-ie-a型

落ちる
fallen
fiel
gefallen

保つ
halten
hielt
gehalten

ie-o-o型

飛ぶ
fliegen
flog
geflogen

引く
ziehen
zog
gezogen

混合変化型

名付ける
nennen
nannte
genannt

もってくる
bringen
brachte
gebracht

その他

～である
sein
war
gewesen

もっている
haben
hatte
gehabt

行く
gehen
ging
gegangen

～になる
werden
wurde
geworden

１２　さまざまな時称

１２－１　過去形と現在完了形の用法

· 過去の事柄を述べるには過去形または現在完了形が用いられるが、英語に比べると現在完了形の使用頻度ははるかに高い。過去形は出来事を過去の時間系列の中に位置づける時に用いられ、現在完了形は過去の出来事を現在の視点にとりこむときに用いられると説明されるが、両者の区別は流動的で、動詞seinと話法の助動詞をのぞけば、日常会話では過去の体験は、ほとんどが現在完了形で表現される。特に南ドイツでその傾向が強い。現在完了形は「５時に」といった時間の規定詞と共に用いることもできる。

１２－２　過去形

· 過去形は、語り手と距離をおいた過去の叙述に用いられるため、物語、小説、新聞などのような書き言葉の中でよく用いられる。

· １・３人称単数については基本形をそのまま用い、それ以外の主語には現在人称変化とほぼ同様の人称変化語尾をつける。　　　　

　　
基本形
wohnte（住んでいた）
kam（来た）


単数
複数
単数
複数

１人称
ich wohnte
wir wohnten
ich kam
wir kamen

２人称
du wohntest
ihr wohntet
du kamst
ihr kamt

３人称
er wohnte
sie wohnten
er kam
sie kamen

１２－３　現在完了形

· 現在完了形は、完了の助動詞(habenまたはsein)と、過去分詞を組み合わせて作る。過去分詞は文末におく。

· 次の動詞はseinを用いて完了形を作る。

(1)  自動詞（＝４格の目的語をとらない動詞）で、場所の移動や状態の変化をあらわす動詞。gehen(go), fahren(drive), kommen(come), sterben(die), werden(become) など。

(2)  その他の例外　sein(be), bleiben(stay), begegnen(meet), gelingen(succeed) など。

· 上記以外はhabenを用いて完了形を作る。

· 完了形では過去分詞は常に文末におく。
Ich habe gestern ein Buch gekauft.　私は昨日、本を一冊買った。
Er ist letzte Woche nach Deutschland abgereist. 彼は先週、ドイツへ旅立った。

１２－４　その他の時称

· 過去完了形は、現在完了形の助動詞haben/seinを過去形に変えて作る。英語の場合と同じく過去の一時点において完了した事柄を述べるときに用いられる。

　　Als ich ins Theater kam, hatte das Stück schon angefangen.
    (When I got to the theater, the play had already begun.)

· 未来形はwerdenを助動詞とし不定詞を文末において作る。未来というより推量の助動詞に近い。ただし１人称については意志を表す。２人称は命令形の代用としても用いられる。

　　Vielleicht wird er morgen kommen. (Perhaps he will come tomorrow.)

　　Ich werde einmal nach Deutschland fahren. (I’ll go to Germany someday.)

　　Du wirst fleißig lernen! (Study hard!)

· 未来完了形は「werden＋・・・過去分詞＋完了助動詞」によって作る。未来の一時点に完了する出来事を述べる用法と、過去についての推量の用法があるが、前者は現在完了形で代用される傾向があり、使用頻度は低い。
Bis Montag werde ich das Buch gelesen haben.（Till monday I'll have read the book.)
Er wird krank gewesen sein. (He may have been sick.)

１３　分離動詞・非分離動詞
１３－１　分離動詞

· 英語には、たとえばgive upのように、動詞と前置詞、副詞などを組み合わせて作る熟語表現がある。ドイツ語にもgeben(give)とauf(up)を組み合わせて同じ意味を作る表現があるが、ドイツ語では動詞に一番関連の深い要素を文末に置くため語順は次のようになる。

　　　　

　　　　　　　　私は自分の地位を諦める。

　　　英語
I
give
up
my  position.　

　　　ドイツ語
Ich
gebe

meine  Stelle
auf.
· ドイツ語の不定詞は動詞を末尾において表現するので、上の文章の不定詞はauf-gebenとなる。ドイツ語ではこれをaufgebenという一つの動詞として扱い、これを分離動詞と呼ぶ。aufの部分は分離前つづりと呼ばれ、辞書にもこの形で載っているが、一般の動詞と区別できるよう、通常はauf|gebenといった表記で、分離動詞であることが示されている。

· 分離動詞では、つねに前綴りの方にアクセントがある。

· 定動詞が後置される場合には、分離動詞は一語で綴られる。
Ich glaube, dass er seine Stelle aufgibt. (I think that he will give up his position.) 

· よくある間違い

(1)  文章から不定詞を調べるとき
Er gibt seine Plan auf. →　辞書の×gebenの項を探してしまう。正しくは○aufgeben。

(2)  不定詞aufgebenから文章を作る時
×Er aufgibt seinen Plan.としてしまう。正しくは○Er gibt seinen Plan auf.

１３－２　分離前つづりの意味

· 分離前つづりには、もともと名詞、形容詞、副詞、前置詞、動詞であったものなど、いろいろな種類があり、もとの単語の意味やニュアンスから、およその意味が推定できる場合が少なくない。特に対になっているものは覚えておくと便利。

· ein-（中へ）
⇔ 　aus-（外へ)　
ein|steigen乗車する　aus|steigen下車する

· an-（接触）
⇔ 　ab-（分離）
　　an|kommen到着する　ab|fahren 出発する
　　　　　　　　　　　　　
　　an|stellenスイッチを入れる ab|stellen 切る

· auf-（開く）
⇔ 　zu-（閉じる）
auf|machen開く　zu|machen閉じる

· auf-（上に）
⇔ 　unter（下に）
auf|gehen昇る　unter|gehen沈む

· an-（着る）
⇔ 　aus-（脱ぐ）　
an|ziehen着る aus|ziehen脱ぐ

· 前つづりが、もとの単語の意味を保持している場合には、新正書法では分かち書きをする。

 　 rad|fahren（自転車に乗る）→Rad fahren 

　　kennen|lernen（知り合いになる）→kennen lernen

    spazieren|gehen（散歩する）→spazieren gehen

１３－３　非分離前つづり

· 動詞に前つづりがついた動詞を複合動詞と呼ぶが、複合動詞には分離動詞の他に前つづりが分離しない非分離動詞もある(besuchen, gehören, verstehen ほか)。前つづりは次の三種類に分類できる。いずれの場合も、分離動詞の前つづりにはアクセントが置かれ、非分離動詞の場合は動詞の方にアクセントが置かれる。

(1)  常に分離動詞を作る前つづり（上にあげたものはすべてここに属する）
(2)  常に非分離動詞を作る前つづり be-, emp- ,ent-, er-, ge-, ver-, zer-, miß-の８種類
(3)  両方を作る前つづり durch-, hinter-, über-, um-, unter-, wider-, wieder-, voll-の８種類。同じ動詞に分離・非分離の２種類の用法がある場合は、非分離動詞は比喩的な意味になることが多い。über|setzen(分離：向こうへ渡す) 、übersetzen（非分離：翻訳する）。
１３－４　分離動詞の三基本形

· 分離動詞については、過去形は分離前つづりを後においた形で記す。過去分詞は前つづりのあとにgeを挿入して、一語で綴る。

意味
不定詞
過去基本形
過去分詞

立っている
stehen
stand
gestanden

起きあがる
aufstehen
stand auf
aufgestanden

与える
geben
gab
gegeben

放棄する
aufgeben
gab auf
aufgegeben

１３－５　非分離動詞の三基本形

· 非分離前つづりをもつ動詞においては、過去分詞にge- はつかない。

意味
不定詞
過去基本形
過去分詞

立っている
stehen
stand
gestanden

理解する
verstehen
verstand
verstanden

探す
suchen
suchte
gesucht

訪問する
besuchen
besuchte
besucht

１３－６　分離・非分離動詞の三基本形

· 前つづりが、分離・非分離の両方に使われる場合には、注意を要する。

意味
不定詞
過去基本形
過去分詞

向こうへ渡す
übersetzen
setzte über
übergesetzt

翻訳する
übersetzen
übersetzte
übersetzt

交際する
umgehen
ging um
umgegangen

回避する
umgehen
umging
umgangen

１４　話法の助動詞
１４－１　話法の助動詞

· 英語のcanやmustにあたる助動詞を「話法の助動詞」と呼ぶ。次の６種類があり、以下のような人称変化をする。１人称と３人称は同形で、単数と複数で語幹が異なる。

dürfen(～してよい)
können(～できる)

ich/ er
darf
wir/sie
dürfen
ich/ er
kann
wir/sie
können

du
darfst
ihr
dürft
du
kannst
ihr
könnt

mögen(～かもしれない、好きだ)
müssen(～ねばならない)

ich/ er
mag
wir/sie
mögen
ich/ er
muss
wir/sie
müssen

du
magst
ihr
mögt
du
musst
ihr
müsst

sollen(～すべきだ)
wollen(～したい)

ich/ er
soll
wir/sie
sollen
ich/ er
will
wir/sie
wollen

du
sollst
ihr
sollt
du
willst
ihr
wollt

· 助動詞構文では、動詞の不定詞（原形）が常に末尾におかれる。
Wir können Deutsch sprechen.　(We can speak German.)

· 動詞は、場合によっては省略可能で、その場合は、助動詞が動詞として機能する。
Er kann gut Deutsch.　彼はドイツ語がうまい。
Wir müssen nach Hause.　私たちは家に帰らなければいけません。

· müssenの否定形は禁止ではなく「する必要はない」の意で用いられることが多い。禁止はdürfenの否定形を用いるのが一般的。
In diesem Raum darf man nicht rauchen. この部屋でたばこを吸ってはいけない。
Du musst mir nicht die Wahrheit sagen. 私に本当のことを言う必要はない。

· 上の用法の他に、müssen(～にちがいない), sollen(～という噂だ), wollen(～と言い張っている), können(～でありうる) など、主観的な叙述のための一連の用法がある。過去について言うときには、完了不定詞を用いる。
Er muss krank sein. 彼は病気に違いない。
Er soll einmal reich gewesen sein. 彼はかつて金持ちだったという噂だ。
Er will es nicht gesehen haben.　彼はそれを見なかったと言い張っている。

· mögenは他の助動詞とやや性質が異なる。主な用法は次の通り。

(1)  好む（英like）の意味の動詞ないし助動詞（～したい）としての用法。
Ich mag keinen Fisch (essen). (I don’t like fish.)

(2)  推量の助動詞としての用法
Es mag wahr sein.  (It may be true.)

(3)  接続法Ⅱ（英語の仮定法に相当）möchteの形での用法。これがもっとも使用頻度が高い。英語のwould like toと同様、婉曲な願望をあらわす。動詞を伴わずに単独でも用いられる。人称変化は下記の通り。
Was möchten Sie trinken?  (What would you like to drink?)
Ich möchte gern Kaffee. (I’d like to have coffee.)

möchte（～したい）

ich/ er
möchte
wir/sie
möchten

du
möchtest
ihr
möchtet

· ドイツ語では話法の助動詞にも三基本形が存在する。ただし、助動詞として使われるときと動詞として使われるときの過去分詞の形が異なる。助動詞としての過去分詞は不定詞と同形となる。
können - konnte - können（助動詞）
können - konnte - gekonnt（動詞）

· 話法の助動詞も現在完了形を作ることができるが、助動詞として用いられる場合の過去分詞は、不定詞と同形となる。動詞として用いられる場合は通常の動詞の場合と同じ。

                    助動詞としての用法    　　　　　        動詞としての用法

　　　　
現在形　　　Ich kann Deutsch sprechen.

  Ich kann Deutsch.

       
過去形　　　Ich konnte Deutsch sprechen.

  Ich konnte Deutsch.

　 
現在完了形　Ich habe Deutsch sprechen können.
  Ich habe Deutsch gekonnt.

質問コーナー
Q. 話法の助動詞というのは耳慣れない言葉ですが、話法とはなんなのでしょう？

· 話し手が話の内容に対して、どのような態度や気持ち（ムード）をもっているかを示す動詞の語形のカテゴリーを法、あるいは話法（独Modus／英mood）といいます。

Q. 具体的にいうと、どんな話法があるのでしょうか？

· ドイツ語や英語の話法には、事実を述べる直説法（独Indikativ、英indicative）、相手に対する命令や要求を述べる命令法（独Imperativ、英imperative）、話者の想像、仮定、願望などをのべる接続法（Konjunktiv）［英語では仮定法（subjunctive）］の３つがあります。

Q. 英文法で、直接話法とか、間接話法という言葉を習いましたが・・

· そうですね。文法用語にはまぎらわしい表現がたくさんあって、それぞれの国語によって用語が異なるのでわかりにくいですが、直接話法・間接話法というときの話法は、英語ではNarration、ドイツ語ではRedeで、Modus(mood)とは異なる概念です。混乱を避けるために、こちらは話法ではなく、説話などと訳しわけている文法書もあります。

Q. 今まで習ってきたのは、どれにあたるのですか？

· ほとんどが直説法です。ですから厳密に言うといままで覚えた動詞の語尾変化は動詞の直説法現在人称変化ということになりますね。命令法と接続法はこれから出てきます。

Q. ではもう一度質問ですが、なぜ話法の助動詞というのでしょうか？

· さきに直説法は事実を述べる話法だといいましたが、können(can)やmüssen(must)などの助動詞をもちいれば、命令法や接続法などを使わなくとも願望や要求や想像を表現することができますね。ですから話法の代役をはたすことのできる助動詞という意味で、これらのを特に話法の助動詞（独modale Hilfsverben英modal auxiliary）と呼んでいるのです。

Q.  英語のwillは未来形の助動詞ともいわれますが、話法と時称の関係は？

· 英語のwillには、意志と未来の二つの用法があります。意志のwillは話法の助動詞と言えますが、単純未来のwillは時称にかかわる助動詞に近いといえます。ドイツ語では両者は区別されていて、未来形の助動詞はwerden、意志をあらわす話法のの助動詞はwollenです。しかしドイツ語では、単純未来形という時称が未発達で、時間的には未来であっても予定などは現在形で代用することが多いのです。したがってwerdenという未来形の助動詞も推量の助動詞をあらわす話法の助動詞のように使われることが多いのです。

Q. 難しくなってきましたが、初級者としてはどんなことに注意すればよいのですか。

· とりあえず次の二文の意味を混同しないことです。
(1) Er wird morgen kommen.　彼は明日来るだろう。
(2) Er will morgen kommen.　彼は明日来るつもりだ。
(1)は未来形ですが、実際には話者の推量を表していて「彼が明日来る、と私は推測する」の意、(2)は主語の意志を表していて「明日来る、と彼は意図している」の意となります。

１５　再帰動詞と非人称動詞
１５－１　再帰動詞

· 主語自身を目的語にとる動詞を再帰動詞と呼び、その目的語となる代名詞を再帰代名詞と呼ぶ。英語では目的語に-self(selves)を付して再帰代名詞を作る。
He killed himself. 
Did you enjoy yourself?

· ドイツ語では、１、２人称については通常の代名詞を、３人称および敬称のSieについてのみsichを再帰代名詞として用いる（頭文字は小文字）。辞書では、再帰代名詞は単にsichと記されているが、実際に用いるときには、１、２人称については通常の代名詞に直す。


単数形
複数形
敬称

１格
ich
du
er
sie
es
wir
ihr
sie
Sie

３格
mir
dir
sich
uns
euch
sich
sich

４格
mich
dich
sich
uns
euch
sich
sich

· 人間を目的語にとる他動詞を、人間を主語にして用いるとき、英語ではふつう受動形を用いるが、ドイツ語では再帰動詞を用いることが多い。したがってドイツ語では、英語よりもはるかに頻繁に再帰動詞が用いられる。
 (Eng.)  His presents delight me. → I am delighted with his presents.
 (Germ.) Seine Geschenke freuen mich. → Ich freue mich über seine Geschenke.
· ３格の再帰代名詞をとる動詞もある
sich3 et.4  vor|stellen 想像する
Stellen Sie sich mal die Szene vor!　(Imagine the scene!)

· ドイツ語では、身体の部分をあらわす名詞には、所有冠詞ではなく定冠詞をつけ、所有者を３格であらわすことが多い。そこでも再帰代名詞の３格が用いられる。
Ich wasche mir die Hände. (I wash my hands.)
Nach dem Essen putzt sie sich die Zähne. (She brushes her teeth after meals.)
     (×Ich wasche meine Hände. Sie putzt ihre Zähne　などとはあまり言わない)
· 複数形の主語では相互行為を表すこともある。
Die beiden lieben sich. (They love each other.)
· 副文の中の主語が代名詞ではなく名詞の場合、sichはその前に出る傾向がある。
Weißt du, ob sich Thomas dafür interessiert? (Do you know if Thomas is interested in it?)

１５－２　人称動詞

· 常に不定のものをさすes（英it）を主語として用いられる動詞がある
Es regnet heute. (It is raining today.)
Wie geht es Ihnen? (How are you?)

　　In Japan gibt es viele Universitäten. (There are a lot of universities in Japan.)

· たとえばドイツ語で、「私は寒い」は、Ich bin kalt. ではなくEs ist mir kalt. となる。こうした生理現象をあらわすesは省略可能で Mir ist kalt. でもよい。ただし、自然現象をあらわすes (regnet, schneit) や、es geht, es gibtなどのesは省略できない。
１６　受動態
１６－１　受動態の作り方

· ドイツ語の受動態は、werdenと過去分詞によって作る。過去分詞は文末におかれる。行為主体はvon　＋（３格）で表現する。
Er schreibt einen Brief. (He writes a letter.)
→　Ein Brief wird von ihm geschrieben. (A letter is written by him.)
· 受動態の主語となるのは、４格の目的語のみで、３格の目的語は主語にはなれない。
Er gibt seinem Sohn ein Buch. (He gives his son a book.)
→　Ein Buch wird seinem Sohn gegeben. (A book is given to his son.)
His son is given a book. という形はドイツ語では不可。

· ４格の目的語をもたない動詞（自動詞）も受動態そのものは作ることができる。その場合の主語は省略されるか、または文頭に主語が必要なときには形式主語esが用いられる。
In Deutschland arbeitet man sonntags nicht. (They don’t work on Sunday in Germany.)
→ In Deutschland wird sonntags nicht gearbeitet.
→ Es wird in Deutschland sonntags nicht gearbeitet.

· 行為主体は、人間ならばvon ～、意志を持たない原因や手段などの場合にはdurchやmitによって表現される。能動態の主語manは受動態では必ず省略される。
Der Sturm zerstörte unser Schulgebäude. (The storm destroyed our school building.)
→ Unser Schulgebäude wurde durch den Sturm zerstört. 
Man hört in Japan gern Mozart. (The Japanese like to listen to Mozart.)
→ Mozart wird in Japan gern gehört.
１６－２　受動態の時称
· 過去形はwerdenの過去形wurdeを人称変化させて作る。
Das Haus wurde letztes Jahr verkauft. (The house was sold last year.)

· 現在完了形は、sein＋・・・+過去分詞＋wordenとなる。
Das Haus ist letztes Jahr verkauft worden.
· 未来形は、werden＋・・・＋過去分詞＋wedenとなる。最初のwerdenが未来形の助動詞、文末のwerdenが受動形の助動詞。
Das Haus wird nächstes Jahr verkauft werden. 
１６－３　状態受動

· werdenのかわりにseinを用いると、動作ではなく、状態を表す。これを状態受動と呼んでいる。過去分詞の形容詞的な用法と考えることもできる。
Der Laden wird um 7 geöffnet. (The store is opened at 7.)
Der Laden is von 7 bis 15 Uhr geöffnet. (The store is open from 7 to 15.)
１６－４　その他の受動的表現

· sich lassen＋・・・不定詞で受動的な表現を作ることができる。
Er lässt sich vom Arzt untersuchen. 彼は医者に診察してもらう。
（Er wird vom Arzt untersucht. よりも、主語の意志が感じられる。）
Das Problem lässt sich nicht leicht lösen.　その問題は簡単には解決できない。
（その問題自身が解決を拒否しているというニュアンスがある。）

１７　命令法、分詞の用法、冠飾句
１７－１　命令法

· du, ihrに対する命令形は英語の場合と同じく、主語を省き、動詞を冒頭におく。

· duに対する命令形は、不定詞の語幹に-eをつけた形をとる。ただし、この-eは省略されることも多く、強変化動詞についてはほとんどの場合省略する。duに対して、動詞の幹母音がe→i, ieの母音変化をする動詞については命令形においてもその母音変化をする。ただしa→äの母音変化をするものについてはaのままでよい。seinの命令形はsei。
Lerne fleißig! まじめに勉強しなさい。
Komm mal her!　こっちに来いよ。
Sei ruhig!　静かにしなさい。
Bitte, sprich lauter!
もっと大きな声で話し手ください。
Schlaf gut! ゆっくりおやすみ。

· ihrについては現在人称変化と同じ変化形を取る。
Kommt mal her! / Seid ruhig! / Bitte, sprecht lauter! / Schlaft gut!
· Sieとwirに対する命令形（正しくは接続法）は疑問文と同じ形を取り、？のかわりに！を用いる。ただしseinについてはSeien Sie!となる。".. wir!” は ”let’s ...” の意。
Kommen Sie morgen!　明日来てください。
Gehen wir ins Kino!　映画に行こう。

· 英語のpleaseにあたるのはbitte。命令文にはしばしば、mal（まあ）, einmal（一度）, doch（そうおっしゃらずに）, nur（ぜひ）などのニュアンスをもつ副詞がそえられる。
Bitte, nehmen Sie Platz!　どうぞおかけください。
Besuchen Sie mich doch mal!　ぜひ一度いらしてください。

１７－２　現在分詞
· 現在分詞は英語の－ingにあたる形で、動詞の不定詞に－dをつけて作る。
singen（不定詞） → singend（現在分詞）

· 英語の-ingには次のような用法がある。

(1)  現在進行形としての用法　She is singing.

(2)  動名詞としての用法　Singing is my hobby.

(3)  形容詞としての用法　a singing girl

(4)  分詞構文としての用法　She works singing.

· このうちドイツ語に存在するのは(3)と(4)のみ。(1)は動詞の現在形で代用、(2)は動詞の不定詞の頭文字を大書してそのまま名詞化する。
(3)の用法 ein singendes Mädchen ( a singing girl)
(4)の用法 Sie arbeitet singend. （She works singing.)
１７－３　冠飾句

· ドイツ語には現在分詞や過去分詞をもちいた次のような表現がある。
日本語　　彼によって書かれた本
英語　　　the book written by him
ドイツ語　das von ihm geschriebene Buch

日本語　　大学で勉強している学生たち
英語　　　the students studying at university
ドイツ語  die an der Uni studierenden Studenten

· このように、名詞の前に置かれた過去分詞や現在分詞の前にさらに修飾語が挿入された句を冠飾句と呼ぶ。関係代名詞を多用したくない論文調の文章などで良く用いられる。分詞類は付加語形容詞と同じ語尾変化をする。

 １８　zu不定詞
１８－１　zu不定詞の作り方

· すでに述べたように、ドイツ語の不定詞は動詞を末尾において表現する。したがってzu不定詞も、そのままの語順で、最後の動詞の直前にzuを挿入して作る。分離動詞の場合には、分離前綴りと動詞の間にzuをはさみこみ、一語で綴る。
mit ihm Tennis zu spielen ( to play tennis with him)
meinen Freund zum Essen einzuladen (to invite my friend to dinner)

· 英語の場合と異なり、話法の助動詞もそのままzu不定詞となりうる。
Deutsch sprechen zu können ( to be able to speak German)
· zu不定詞句の開始部分にはコンマを挿入（新正書法では若干ルールが緩和）。ただし動詞が単独でzu不定詞句を作る場合やscheinen(seem)などの補語になる場合は不要。
Es ist interessant, Tennis zu spielen. (It is interesting to play tennis.)

１８－２　zu不定詞の用法

· 主語としての用法。英語の場合と同様、形式主語esで受ける場合が多い。
Es ist schwer, Deutsch zu lernen. (It is difficult to study German.)

· 目的語としての用法。この場合はesが省略されることが多い。ただしablehnen(拒否する), aufgeben(諦める), aushalten(耐える), ertragen(我慢する), überlassen(ゆだねる), unterlassen(やめる), unternehmen(企てる), vermeiden(避ける)などではesを省略しない。
Wann hast du angefangen, Deutsch zu lernen? (When did you begin to learn German?) 
Er lehnte es ab, mit uns zu arbeiten.(He refused to work with us.)
Ich habe es aufgegeben, darüber nachzudenken. (I gave up thinking of it.)
· 前置詞をともなう動詞の前置詞格としての用法。da(r)+前置詞で不定詞を受ける（前置詞が母音で始まる場合にrを挿入）。この場合も目的語のesと同様、省略できるものとできないものがある。たとえばdanach streben(～を求めて努力する), daran verzweifeln(～に絶望する), dazu beitragen(～に貢献する), dazu dienen(～に役立つ)などのda(r)- の部分は省略しない。
Kann ich Sie (darum) bitten, mir zu helfen? (Can I ask you for help?)
Es dient dazu, die Wahrheit zu beweisen. (It serves to prove the truth.)

· 名詞の付加語としての形容詞的用法。
Ich habe keine Zeit, dich zu besuchen. (I have no time to visit you.)

· 前置詞を伴う副詞的用法。um....zu (～するために), statt....zu (～するかわりに), ohne....zu (～することなしに)などがある。
Ich fahre nach Deutschland, um Musik zu studieren. (I go to Germany to study music.)
Wir blieben zu Hause, statt auszugehen. (We stayed at home instead of going out.)
Er ging weg, ohne ein Wort zu sagen. (He went out without saying a word.)
· sein, bleiben, stehenなどとともに受動の可能・必然（～されうる、～されるべき）を表す。
Du bist zu beneiden. (I envy you.)
Das Problem bleibt noch zu lösen. (The problem still remains to be solved.)
· 挿入的に用いられるいわゆる絶対的用法。
um die Wahrheit zu sagen (to tell the truth)
１８－３　未来分詞

· zu＋現在分詞の形を未来分詞と呼ぶことがあり、「～されるべき」、「～されうる」という意味の付加語形容詞として用いられる。硬い表現なので論文調の文章などで使われる。
eine schwer zu beantwortende Frage  答えがたい質問

１９　関係代名詞
１９－１　関係代名詞

· ドイツ語の関係代名詞は、英語のように人(who)と事物(which)の区別をせず、先行詞の性と、関係代名詞の格に応じて、定冠詞と似た変化をする。welcherという古い形もある。


男性
女性
中性
複数

１格
der
die
das
die

２格
dessen
der
dessen
deren

３格
dem
der
dem
denen

４格
den
die
das
die

１９－２　関係代名詞の用法
· 関係文も副文であり定動詞は末尾におかれる。関係代名詞の前には常にコンマを打つ。
Der Mann, der dort steht, ist mein Bruder.(The man who is standing there is my brother.)
· 関係代名詞は、先行詞と同じ文法的な性をとる。
Die Frau, die dort steht, ist meine Schwester.(The woman who is standing there is my sister.)
· 関係代名詞は、それが関係文の中で果たしている役割に対応した格変化をする。
Der Mann, der dich besuchte, ist mein Bruder.(The man who visited you is my brother.)
Der Mann, den du besuchtest, ist mein Bruder.(The man whom you visited is my brother.)

· 前置詞とともに用いるときには、つねに関係代名詞の前に前置詞が出る。
Der Mann, mit dem du arbeitest, ist mein Bruder. (The man withe whom you are working is my brother.)

１９－３　不定関係代名詞 werとwas

· 不定関係代名詞werは不特定の人物を、wasは不特定の事物をうける。wasはalles(all things), vieles(many things), nichts(nothing), etwas(something)など不定代名詞や中性名詞化した形容詞などをしばしば先行詞とする。
Wer fremde Sprachen nicht kennt, weiß nichts von seiner eigenen.(Those who don’t know foreign languages know nothing of their own.)
Das ist alles, was ich habe. (This is all that I have.)
Das ist das Schönste, was ich gesehen habe. (This is the most beautiful thing that I‘ve ever seen.)
· wasの前に前置詞がおかれる場合には、wo(r)-の形になる。
Es gibt vieles, worauf ich nicht antworten kann. (There are many questions that I can‘t answer.)

１９－４　関係副詞wo

· 前置詞と関係代名詞の組み合わせの代用として、特に会話文で、関係副詞wo が用いられることがある。woは場所(英where)だけでなく、時間(英when)をうけることもできる。
Das ist das Haus, wo (in dem) er geboren ist. (This is the house where he was born.)
Kommt der Tag, wo (an dem) es keinen Krieg mehr geben wird? (Will the day come when there will be no war?)

２０　接続法・比較級と最上級
２０－１　接続法の人称変化

· ドイツ語には、これまで学んできた直説法と命令法の他に、接続法と呼ばれる話法があり、願望、要求、可能性、非現実などを表現する。

· 接続法にはⅠとⅡという形がある。Ⅰは不定詞をもとにして、Ⅱは過去基本形をもとにして作る。Ⅱについては、過去基本形の幹母音がウムラウトできるものはウムラウトをする。

· 人称による語尾変化はきわめて規則的でⅠ、Ⅱとも以下のような語尾変化をする。

　　　接続法の人称語尾変化


単数
複数

１人称
ich
-e
wir
-en

２人称
du
-est
ihr
-et

３人称
er
-e
sie(Sie)
-en


sie





es




　　　

　　　kommen 接続法Ⅰの人称変化


単数
複数

１人称
ich
komme
wir
kommen

２人称
du
kommest
ihr
kommet

３人称
er
komme
sie(Sie)
kommen


sie





es




　　　

　　　kommen 接続法Ⅱの人称変化


単数
複数

１人称
ich
käme
wir
kämen

２人称
du
kämest
ihr
kämet

３人称
er
käme
sie(Sie)
kämen


sie





es




· seinの接続法Ⅰのみ例外的でich/er seiとなり、その他のは、seiに上の語尾をつける。

２０－２　間接話法

· 接続法の用法にはいろいろあるが、ここでは代表的なものを二つだけ取り上げる。

· 接続法Ⅰは、間接話法に用いられる。ただし接続法Ⅰが直説法と同形になる場合には、接続法Ⅱが代用される。
直接話法　Seine Mutter sagte zu ihm: „Ich gehe zum Arzt.“
間接話法　Seine Mutter sagte ihm, sie gehe zum Arzt.

· 発言の内容が過去や現在完了の場合には、現在完了形の形で表現する。
直接話法　Seine Mutter sagte zu ihm: „Ich war beim Arzt.“
間接話法　Seine Mutter sagte ihm, sie sei beim Arzt gewesen.

· 決定疑問文にはobを用いる。疑問詞はそのまま用いる。
直接話法　Seine Mutter fragte ihn „Hast du Zeit?“
間接話法　Seine Mutter fragte ihn, ob er Zeit habe.

· 命令文にはmögenやsollenを用いる。
直接話法　Seine Mutter sagte zu ihm: „Komm mit mir!“
間接話法　Seine Mutter sagte ihm, er solle mit ihr kommen.

２０－２非現実話法

· 接続法Ⅱは、非現実の仮定を表すのに用いる。英語の仮定法に相当する。
Wenn ich Geld hätte, würde ich das gern kaufen. (If I had money, I would like to buy it.)
Wenn ich um 7 von zu Hause weggegangen wäre, wäre ich rechtzeitig angekommen. (If I had left home at seven, I would have been in time.)

· 「～すべきだった」などの表現には話法の助動詞の完了形を接続法Ⅱと共に用いる。
Ich hätte es ihr sagen sollen. (I should have said it to her.)
· 非現実話法は婉曲な表現や丁寧な表現として、よく用いられる。
Ich würde Sie gern einmal besuchen. (I would like to visit you someday.)
Ich möchte nach Deutschland fahren.(I would like to go to Germany.)
· 「あたかも～のようだ」という表現にはals ob (wenn) が用いられる。ob(wenn)が省略されて動詞が置かれることが多い。
Er stand da, als ob er nichts gehört hätte.　彼はあたかも何も聞かなかったかのようにそこに立っていた。
Er stand da, als hätte er nichts gehört.

２０－３　比較級と最上級

単語の長短とは無関係に比較級は-erを、最上級は-(e)stをつけて作る。幹母音がa,o,uの一音節形容詞はウムラウトする場合が多い。不規則なものもある。副詞の最上級はam－stenの形。


原級
比較級
最上級

小さい
klein
kleiner
kleinst

年とった
alt
älter
ältest

短い
kurz
kürzer
kürzest

良い
gut
besser
best

高い
hoch
höher
höchst

多い
viel
mehr
meist

近い
nah
näher
nächst

好んで
gern
lieber
am liebsten

２０－４　比較表現

· 英語のthanにあたる語はals
Er ist zwei Jahre älter als ich. (He is two years older than I.)
· 原級を用いた比較表現。
Dieses Land ist doppelt so groß wie Japan. (This country is twice as big as Japan.)
· immer ＋比較級「ますます」
Die Wirtschaft wird immer schlechter. 経済はどんどん悪くなる。

· 相関的表現je ...., desto (umso) （英語the more.. the more）
Je älter er wird, desto (umso) bescheidener wird er. 彼は年を取れば取るほど謙虚になる。

２０－５　最上級の用法

· 最上級は定冠詞をつける（付加語的用法）か、またはam －sten（述語的用法）の形で用い、単独で述語として用いることはない。次に名詞を補って自然な文章ができる場合には前者を、それ以外では後者の形を使う。同じものを別の条件の下で相互に比較するとき、あるいは副詞的用法の場合にはつねにam －stenの形を使う。
Diese Blume ist die schönste im Garten. この花は庭で一番美しい。
Diese Blume ist im April am schönsten.  この花は４月が一番美しい。
Ich trinke am liebsten Rotwein. 私は赤ワインが一番好きだ。
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